
 

 

 

 

 

 

朝晩に吹く風にも心地よさを感じる季節となりました。保護者の皆様・地域の皆様におかれま

しては、日頃から、東大村小学校の教育活動に御理解、御協力をいただき、本当にありがとうご

ざいます。早いもので、今年度の折り返しを迎えています。実りの秋、勉学の秋、食欲の秋などと

言われる時期、過ごしやすい時期がやってきました。 

さて、２学期が始まって１ヶ月半。まだまだ暑さが残りますが、子供たちは毎日を自分たちらしく

伸び伸びと過ごしてくれています。その姿を見るたびに、胸が熱くなる毎日です。 

９月～１０月前半も様々な学習活動がありました。そのいくつかをご紹介いたします。 
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①の写真は、9 月１０日から３日間、大村中学校の生徒さんが職場体験活動に来てくれた時の

ものです。３日間、楽しく過ごすことができました。 

②の写真は、避難訓練の時のものです。暑さもあって、体育館に避難しました。命を守るお勉強

がしっかりとできました。 

③の写真は、９月１９日の朝、見守り活動をしていただいたときのものです。民生委員・児童委

員の皆様に御来校いただきました。早朝より、ありがとうございました。 

④⑤の写真は、１０月７日に実施した１・２年生の町探検、３・４年生の社会科見学の様子です。

みんなでしっかりと学びながら、楽しい１日を過ごすことができました。 

⑥⑦の写真は１０月２日・３日、壱岐市立志原小学校の５・６年生と交流したときのものです。

みんなで遊んだり学習したり、給食を食べたりしながら絆を深めることができた有意義な２日間

でした。 

⑧の写真は、１０月８日に、３年生～６年生で慈恵荘を訪問したときのものです。入所者や利用

者の皆様方の前で、歌やエイサー、ソーラン節を披露することができました。 
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表面で紹介させていただいたとおり、２学期もたくさんの体験活動・体験学習を実施していま

す。 

  体験活動は、知識を「生きた力」に変える大切な学びであると考えます。自然に触れ、人と関わ

り、課題に向き合う中で、子どもたちは自分で考え、判断し、行動する力を育みます。 

  これからの社会を生き抜く子どもたちにとって、体験活動は何よりの教材です。今後も、体験活

動・体験学習を通して、子どもたちが自分の力を信じ、輝ける場を大切にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ秋祭り 2025 が来週末に迫ってきました。子どもたちも出し物の練習を頑張っていま

す。みんなが楽しみにしていることが伝わってくる毎日です!(^^)! 

保護者の皆様、地域の皆様に、計画から準備など、たくさんご協力いただいていることに感謝

を申し上げます。 

  １０月２５日（土）、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

１０月６日の１校時に「全校道徳」を実施しました。授業のめあては、「自分の考えを伝える」こ

とと「相手の気持ちを考えること」でした。相手の気持ちを考えることは、良い人間関係を築く上

でとても大切なことです。だからこそ、どんな人も相手の気持ちを考えます。（当たり前のことです

が）しかし、一生懸命に相手の気持ちを考えても、残念ながら全ての気持ちをわかることはできま

せん。なぜなら、どの人も自分とは違う人間だからです。相手の気持ちを汲み取ることは難しいこ

とですが、相手のことを想いながら「その人が喜ぶこと」や「嬉しくなること」を想像することはで

きます。これからも、子どもたち一人一人が優しい気持ちを忘れずに学校生活を送ってくれること

を期待しています。 

体験活動の大切さ 

秋祭り 2025 よろしくお願いしま

す！ 
吉松眞理子先生 講演会！ 

相手の気持ちを考える 


